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今のありがとうだけでなく、
未来のありがとうのために

　市長就任後、私が認識した市政
の状況についての全体的なトレン
ドといたしましては、人口減少や
少子高齢化が進展し、将来見込ま
れる税収不足や、生産年齢人口の
減少、また、人材の流動化に伴う、
優秀な人材の流出や獲得競争の激
化など、従来型の取組や考え方で
は太刀打ちできない課題が増加し
ております。厳しさを増す自治体
間競争の中、この状態を放置すれ

ば、気づかぬうちに当市も埋没してしまう状況にあることから、改めて
身を引き締めていかなければならないと感じております。
　当市には多摩湖や狭山丘陵など、誇れる不変の資源がありますが、市
を取り巻く環境の変化が著しくなるに連れ、時代の潮流に合わない取組
が顕在化し、見直しが必要となっております。
　また、老朽化した公共施設については、学校の更新をはじめとした膨
大な事業費負担が避けられない中、頻発する保全対応への少なからぬ費
用負担が、将来の更新に影響を与えるものと考えます。「二兎を追う者
は一兎をも得ず」とならないよう、保全と更新の現実的なバランスを取
ることが必須な状況と捉えております。
　そして、経営資源として私が重視しております「人材」に関連する課
題としましては、近年、職員の離職、特に若年層の離職が続き、採用に
至っては、近隣市との競合に苦戦しております。
　まさしく、「組織は人なり」。
　私は、これまで一貫して人材の重要性を述べてまいりましたが、これ
は、単なる採用だけの問題ではなく、市の総合力が問われる看過できな
い問題であると認識しています。
　市長就任以来実施した全職員との面談を通じ、私は、今日の激動の時
代を切り開く志を有する職員が当市にはいることを確認いたしました。
こうした職員を、市を支えるリーダーとして育成することは、市の総合
力の向上のため、つまり、当市が生き残り、発展するためには必要不可
欠であると考えております。

　環境の変化に耐え得る強い組織を目指し、まずは職員の個の育成に重
点を置き、意識改革を進めるとともに、マーケティングスキル等の習得
を目的とした民間企業への派遣や、行政課題の解決に成果を生み出す経
営力を習得するため、民間人材と肩を並べる、プロフェッショナルスク
ールへの参加等、人材育成の取組を強化いたします。そして、職員が主
体的に情報収集を行い、政策提案ができるよう、庁内インターネット環
境の整備を進めるなど、職員が実力を発揮し、働き続けたいと思える職
場づくりも進めてまいります。
　そのうえで、私は市長として、山積した難題から目を逸らさず、真っ
すぐと対峙することが自らに課せられた使命であること、そして、私の
代で道筋をつけるという、決意を新たにしたところであります。今の難
題が、未来の負担とならぬよう、物事の本質に勇気をもって向き合い、
時代の趨勢を捉えた取組を職員と共に進めてまいります。
　令和６年度は、私が市長として手掛ける初めての予算編成となります。
　市を取り巻く環境が大きく変化していく中にあっても、本日ご提案す
る令和６年度予算を通じて、「輝きプラン」に掲げた重要施策等を着実
に推進し、市民の皆様が将来にわたっていきいきと活躍できる、活力あ
るまちづくりを進めてまいります。　

～中略（令和６年度重要施策について：２～３ページ）～

　昨今の物価高騰や自然災害の発生等、市を取り巻く環境は、急激かつ
大きく変化しております。
　また、公共施設の老朽化対策は待ったなしの状況にあるなど、市の未
来にとって重要な課題も山積しております。
　私は、こうした変化の激しい時代の中にあっても、将来にわたり当市
が輝き続けるために、子ども子育て支援施策の推進や、都市の価値を高
める施策の推進等、重要施策を着実に進め、「今のありがとうだけでなく、
未来のありがとうのために」という視点で、今現在に軸足を置きながら
も、長期的な視点に立った行財政運営を行ないたいと考えております。
　そして、市民の皆様一人ひとりが輝き続けるまちづくりを進め、「未
来につながる市政」を目指してまいります。

東大和市長 和地仁美

施政方針とは、市長が新年度の市の基本方針や、主な施策の方向
性を示すものです。令和６年第１回市議会定例会で表明した施政方
針のうち、重要施策における主な取組みを２～３ページで紹介します。

施政方針とは？
　市長が表明した施政方針演説の全文は、市のホー
ムページ（右の二次元コードからアクセス可）でご
覧いただけます。

子ども発達支援センター
つむぎ 東大和開設！

４面に記事掲載

　東京都初の完全インクルーシブ型の児童
発達支援センターが開設しました。
　市では、子どもたちが障害の有無に関係
なく生活するインクルーシブ保育を推進し
てまいります。



市役所☎042－563－2111（代） 東やまと市報東やまと市報 令和６ ・４ ・１ 2

都市の価値を高める施策の推進都市の価値を高める施策の推進

東大和市駅周辺の拠点形成に向けた
調査検討

　「住宅市街地としての価値を高める都市づくり」を
進めるための都市マスタープランの改定と並行して、
東大和市駅周辺における賑わい・交流・活力のある
魅力的な拠点形成に向け、交通量調査、市民意向調
査等により現状把握や課題整理を行うとともに、そ
れらを踏まえた対応策等を検討します。

新規 狭山緑地に都内最長を目指したローラー
スライダーの整備に向けた実施設計等

　市立狭山緑地フィールドアスレチックにおける都
内最長を目指したローラースライダー及びトイレの
設置を中心とした改修の設計を実施します。

継続

持続可能な行財政運営等の推進持続可能な行財政運営等の推進

証明書等の申請をオンラインで行う
「行かない市役所」の導入

　行かない市役所の実現に向けて、コミュニケーシ
ョンアプリLINEでセグメント配信や各種手続のオン
ライン申請が可能となるシステム（スマホ市役所）
を導入し、市民の利便性の向上を図ります。

新規

窓口での申請書への記入を省略して手続
が可能となる「書かない窓口」の導入

　来庁した市民への聞き取りと署名のみで申請手続
ができる書かない窓口システムを導入し、市民の利
便性の向上及び職員の事務負担の軽減を図ります。

新規

職員の仕事に対する意識改革や働き
方改革を推進する取組の実施

　専門的な知識と経験を有する民間事業者からの支
援を受け、職員の意識改革や働き方改革を推進する
ことで、職員の健康保持と生産性の高い職場環境の
構築を図ります。

新規

公共施設の再編について、組織横断
による一体的で現実的な検討に着手

　市長部局と教育委員会が一体となって、現施設の
ライフサイクルコストを算定し、建替・再編に活用
するなど、市の財政力と連動した再配置計画を検討
します。

新規

3 令和６ ・４ ・１ 東やまと市報東やまと市報 市役所☎042－563－2111（代）
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健康・高齢者施策の推進健康・高齢者施策の推進

帯状疱疹ワクチン接種費用助成単価
の増額

　帯状疱疹の罹患予防のため、50歳以上の市民を対
象に、ワクチン接種費用の助成単価を多摩地域の最
高額を目標として増額（生ワクチン：１回あたり6,500
円、不活化ワクチン：１回あたり12,500円）します。

産後ケア事業における訪問型の実施
や利用方法の見直しによる拡充

　出産後に家族等から援助を受けることが困難で、
育児支援を必要とする母子を対象に、産婦人科医院
や助産院からの支援を受け、安心して子育てをする
ことができる体制を確保します。

清原中央公園運動広場の利用開始に
向けた準備

　東京都が整備中の清原中央公園運動広
場は、完成後、市に施設が譲与され、管
理運営を行います。そのための準備とし
て管理棟の新築工事等を実施します。

拡充 拡充

新規

子ども・子育て支援施策の推進子ども・子育て支援施策の推進

市内全小学校第５学年を対象とした、
体験型英語学習の導入

　TOKYO GLOBAL GATEWAY GREEN SPRINGSが実施
する体験プログラムを通し、英語を話す楽しさやそ
の必要性を体験し、英語コミュニケーション能力向
上への意欲を促進します。

第七小学校及び第九小学校の統合に
向けた基本設計等に着手

　将来にわたり児童にとって快適な教育環境を確保
するため、第七小学校と第九小学校の統合による新
校の開設に向けて、基本設計等を行います。

継続

高校生年代までを対象とした医療費
完全無償化の実施

　高校生年代までの方を対象に、令和６年10月から
所得制限と保険診療分の自己負担を撤廃し、完全無
償化を実施します。

新規

ベビーシッター利用支援事業の利用
対象者の範囲拡大

　ベビーシッターに係る費用に対する補助について、保
護者の多様なニーズに応えるために、日常生活上の突
発的な事情（保護者のリフレッシュ、通院、学校行事等）
などにより、一時的に保育が必要となった方についても、
費用の一部を補助する事業を新たに実施します。

新規

「子ども発達支援センターつむぎ東大和」
及び「東大和どろんこ保育園」の新設

　子どもたちが障害の有無に関係なく生活するイン
クルーシブ保育を推進するため、「児童発達支援セン
ター」と「認可保育園」が併設された、全国的にも
珍しく、東京都内では初となる完全インクルーシブ
型施設を新設します。

新規

新規

TOKYO GLOBAL GATEWAY GREEN SPRINGS
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東京都初の完全インクルーシブ型の児童発達支援センターが開設しました！

児童発達支援 保育所等訪問支援 相談支援

※支援内容によっては児童福祉法に基づく通所受給者証が必要です。

など

　市では、「やまとあけぼの学園」の廃園に伴い、民設民営の児童発達支
援センター「子ども発達支援センターつむぎ東大和」を開設しました。
この施設は、認可保育園を併設し、発達支援室と保育室の間に壁のない
東京都初の「完全インクルーシブ型」の児童発達支援センターです。また、
施設には、子育てひろばや、誰でも自由に利用できるカ
フェスペースも併設しています。詳細は、市のホームペ
ージ（右の二次元コードからアクセス可）をご覧ください。
▷問合せ　保育課・内線1769まで。

所在地所在地 立野3-1255-3

問合せ問合せ 子ども発達支援センターつむぎ 東大和☎042-569-8378へ。 

月～土曜日午前８時30分～午後５時30分開所日時開所日時 （認可保育園は、午前７時～午後８時）

どろんこ会運営事業者運営事業者 社会福祉法人

市立保健センター 子ども家庭支援センター 子ども発達支援センター
つむぎ 東大和

☎042-565-5211 ☎042-565-3651 ☎042-569-8378

　10月１日より、義務教育就学児医療費助成制度（ 子 
医療証）及び高校生等医療費助成制度（ 青 医療証）の
所得制限及び健康保険診療分の窓口負担額（200円）
を撤廃します。これにより、高校生年代までのお子さ
んがいるすべての家庭が助成の対象となります。
　８月頃までに、所得制限等により医療費助成を受給
していない対象年齢のお子さんがいる世帯へ、申請に
必要な手続についての案内を送付する予定です。

　４月から小学校に入学する方・高校生年代になる方
に、各種医療証を３月下旬に郵送しました。対象とな
る方で、まだお手元に医療証が届かない場合はお問い
合わせください。
▷問合せ　子育て支援課・内線1761まで。

４月から小学生・高校生年代になる方に４月から小学生・高校生年代になる方に４月から小学生・高校生年代になる方に４月から小学生・高校生年代になる方に
各種医療証を郵送しました各種医療証を郵送しました各種医療証を郵送しました各種医療証を郵送しました
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▲目印となるポスター

の
ケ
ア
（
体
重
測
定
、
栄
養
健

康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）

▽
利
用
方
法　

概
ね
妊
娠
28
週

以
降
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
、
事
前
に
電
話
予
約
の
う

え
、「
産
後
ケ
ア
実
施
利
用
登

録
申
請
書
」
を
提
出

※
利
用
申
請
時
は
保
健
師
等
と

の
面
接
が
あ
り
ま
す
。
利
用
に

つ
い
て
内
容
を
審
査
し
、
決
定

し
た
方
に
「
産
後
ケ
ア
事
業
利

用
承
認
通
知
書
」
を
送
付
し
ま

す
。

※
所
得
に
応
じ
て
、
利
用
料
が

か
か
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

　

出
産
後
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
母
子
の
方
が
、
助
産
師
な
ど

の
専
門
家
か
ら
ケ
ア
や
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
事
業

で
す
。

▽
対
象　

次
の
①
～
④
の
要
件

を
全
て
満
た
す
方

①
東
大
和
市
民

②
産
後
１
年
未
満
の
お
母
さ
ん

と
乳
児

③
周
囲
の
方
か
ら
十
分
な
支
援

を
う
け
ら
れ
な
い
方

④
体
調
不
良
や
授
乳
・
育
児
に

不
安
の
あ
る
方

▽
内
容　

お
母
さ
ん
へ
の
ケ
ア

（
育
児
手
技
へ
の
支
援
・
相
談
、

授
乳
指
導
、
沐
浴
指
導
、
産
後

の
心
身
に
関
す
る
相
談
、
食
事

の
提
供
な
ど
）、
お
子
さ
ん
へ

出
産
後
の
母
子
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

産
後
ケ
ア
事
業

費
用
を
助
成
し
ま
す

帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種

▽
助
成
額　

生
ワ
ク
チ
ン
（
１

回
接
種
）：
６
５
０
０
円
、
不

活
化
ワ
ク
チ
ン（
２
回
接
種
）：

１
回
１
２
５
０
０
円

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

領
収

書
、
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）、

口
座
の
情
報
が
わ
か
る
通
帳
等

▽
申
請
方
法　

接
種
後
に
専
用

フ
ォ
ー
ム
、
郵
送
ま
た
は
来
所

に
て
申
請

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

▽
対
象　

令
和
５
年
４
月
１
日

以
降
に
接
種
し
、
か
つ
接
種
当

日
に
50
歳
以
上
の
方

※
過
去
に
１
回
分
（
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
２
回
分
）
の
費
用
助

成
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は

申
請
不
可
。

４
月
１
日
か
ら

ち
ょ
こ
バ
ス

ダ
イ
ヤ
改
正

※
停
留
所
ご
と
の
時
刻
表
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ご
利
用

案
内
（
市
役
所
・
公
民
館
・
市

民
セ
ン
タ
ー
等
で
配
布
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

都
市
基
盤
課
・
内

線
１
２
１
３
ま
で
。

　

乗
継
可
能
率
を
上
昇
さ
せ
る

た
め
、
循
環
ル
ー
ト
の
ダ
イ
ヤ

を
改
正
し
ま
し
た
。

遊
具
を
新
設
し
、
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
ヨ
ウ
コ
ウ
ザ
ク
ラ
を
植
え

ま
し
た
。

　

生
ま
れ
変
わ
っ
た
末
広
公
園

に
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

都
市
基
盤
課
・
内

線
１
２
１
８
ま
で
。

　

南
街
６
丁
目
に
あ
る
末
広
公

園
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

木
製
複
合
遊
具
や
ロ
ッ
キ
ン
グ

国
民
健
康
保
険

加
入
・
脱
退
の

届
出
は
お
早
め
に

続
し
て
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
被

保
険
者
証
で
医
療
機
関
等
を
受

診
し
た
場
合
は
、
国
保
が
負
担

し
た
医
療
費
を
返
還
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▽
届
出
に
必
要
な
も
の

【
国
保
加
入
時
】

・・
職
場
の
健
康
保
険
等
の
資
格

を
喪
失
し
た
証
明
書
等
（
組
合

員
、
社
判
等
が
押
印
さ
れ
た
も

の
）

※
国
保
被
保
険
者
証
の
交
付
は
、

原
則
郵
送
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔

写
真
付
き
の
証
明
書
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合

は
、
窓
口
で
交
付
で
き
ま
す
。

【
国
保
脱
退
時
】

・・
職
場
の
健
康
保
険
証
（
加
入

者
全
員
分
）

・・
国
保
被
保
険
者
証

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
２
ま
で
。

　

職
場
の
健
康
保
険
等
に
加

入
・
脱
退
し
た
時
は
、
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
の
加
入
・
脱

退
の
届
出
が
必
要
で
す
。
自
動

的
に
は
切
り
替
わ
ら
な
い
た
め
、

市
役
所
で
必
ず
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

も
届
出
が
必
要
で
す
）。

▽
届
出
が
遅
れ
た
場
合
（
例
）

・・
離
職
等
で
職
場
の
健
康
保
険

等
か
ら
脱
退
し
た
場
合
に
、
国

保
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、

資
格
取
得
日
に
遡
り
、
最
大
３

年
度
分
ま
で
国
民
健
康
保
険
税

（
保
険
税
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

・・
職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入

し
た
場
合
に
、
国
保
脱
退
の
届

出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
税
を
継

男
女
共
同
参
画
事
業

女
性
の
た
め
の

各
種
相
談
窓
口

分
間
）

▽
定
員　

各
日
３
人（
申
込
順
）

◎
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

▽
日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日
午

後
１
時
30
分
～
４
時
（
相
談
時

間
は
１
件
に
つ
き
、約
25
分
間
）

▽
定
員　

各
日
５
人（
申
込
順
）

【
共
通
事
項
】

▽
対
象　

市
内
在
住
の
女
性

（
性
自
認
が
女
性
の
方
を
含
む
）

▽
場
所　

市
役
所
内
の
相
談
室

▽
申
込
み　

各
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
地
域
振
興
課
・
内
線
１

７
１
６
ま
で
。

　

女
性
が
抱
え
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
つ
い
て
、
女
性
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
女
性
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相

談▽
日
時　

毎
月
第
２
火
曜
日
午

後
１
時
30
分
～
４
時
20
分
（
相

談
時
間
は
１
件
に
つ
き
、
約
50

市
民
税
・
都
民
税

仮
徴
収
を

�

行
い
ま
す

年
４
・
６
・
８
月
に
支
給
さ
れ

る
各
年
金
か
ら
市
民
税
・
都
民

税
と
し
て
仮
徴
収
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
市
民
税
・
都
民

税
が
決
定
し
た
後
（
６
月
上
旬

に
納
税
通
知
書
を
送
付
）
は
、

仮
徴
収
税
額
を
除
い
た
額
の
３

分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
10
・

12
月
、
翌
年
２
月
支
給
の
各
年

金
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

　

な
お
、
仮
徴
収
税
額
が
決
定

し
た
税
額
を
上
回
っ
た
場
合
は

還
付
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
３
ま
で
。

　

市
民
税
・
都
民
税
の
仮
徴
収

と
は
、
税
額
決
定
前
に
仮
の
税

額
を
年
金
か
ら
徴
収
す
る
仕
組

み
で
す
。

　

令
和
５
年
10
月
以
降
に
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
税
額
が

あ
る
方
は
、
本
年
度
の
税
額
に

関
わ
ら
ず
、
令
和
５
年
度
の
公

的
年
金
等
の
所
得
に
係
る
市
民

税
・
都
民
税
の
年
税
額
の
６
分

の
１
に
相
当
す
る
額
を
令
和
６

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
す

る
方

③
市
の
自
転
車
安
全
利
用
啓
発

冊
子
（
市
が
指
定
し
た
販
売
店

で
入
手
可
）
で
学
習
を
し
た
方

▽
補
助
の
対
象
と
な
る
自
転
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

安
全
基
準
を

満
た
し
た
（
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
等
の

認
証
を
受
け
た
）
も
の
で
、
販

売
価
格
が
税
込
３
０
０
０
円
以

上
の
新
品
の
も
の

▽
期
間　

令
和
７
年
３
月
31
日

㈪
ま
で

※
期
間
中
で
も
、
補
助
上
限
個

数
（
１
０
０
０
個
分
）
に
達
し

た
等
の
理
由
に
よ
り
、
事
業
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
市
の
指
定
し
た
販
売
店　

下

表
の
と
お
り

※
上
の
ポ
ス
タ
ー
が
市
の
指
定

し
た
販
売
店
の
目
印
で
す
。

▽
補
助
額　

１
個
に
つ
き
２
０

０
０
円

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
自

転
車
に
乗
る
人
全
員
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
着
用
の
努
力
義
務
が
課

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
転
車
事
故
に
よ
る
死
者
の

う
ち
、
約
６
割
が
「
頭
部
」
の

損
傷
が
主
因
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
～
令

和
５
年
の
間
で
着
用
し
て
い
な

か
っ
た
人
が
死
亡
し
た
割
合
は
、

着
用
し
て
い
た
人
の
約
２
・
７

倍
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

▽
補
助
の
対
象
者　

次
の
①
～

③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
自
身
が
着
用
す
る
た
め
の
自

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

�

購
入
費
補
助

▽
購
入
方
法

①
市
が
指
定
し
た
販
売
店
で
申

込
書
を
記
入

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
・
保
険
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
）
を
提
示

③
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
通

常
の
販
売
価
格
か
ら
２
０
０
０

円
割
引
さ
れ
た
価
格
で
購
入

▽
問
合
せ　

都
市
基
盤
課
・
内

線
１
２
１
３
ま
で
。

末
広
公
園

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

市民意識調査にご協力いただきありがとうございました 今後、皆さんの回答を集計・分析し、報告書にまとめ、市のホームページ等で
公表します／問合せ　企画政策課・内線1423まで

販売店 所在地 電話番号

小榑自転車店 南街2-111-4 042-561-0722

サイクルショップ
サイトウ 上北台1-902-178 042-843-6656

十文字サイクル 南街2-79-13 042-561-3816

多摩湖のじてんしゃ屋さん
Pokito a Poko 清水3-800-6 042-569-8460

ちよだサイクル 向原6-1201-2 042-563-4789

ブリーズサイクル東大和店 向原6-1412-18 042-565-1411

YSP東大和南 南街4-20-18 042-561-1075

ダイワサイクル東大和店 中央2-556-1 042-563-8678

玉川上水のじてんしゃ屋さん
Poko Cycle

桜が丘3-44-32コーシャ
ハイム玉川上水3号棟1階 042-843-6578

▲ロッキング遊具

▲木製複合遊具
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ア
ク
セ
ス
可
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
期
限　

５
月
31
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

▽
場
所　

課
税
課
（
市
役
所
１

階
）

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
土
地
に

つ
い
て
は
内
線
１
０
５
７
、
家

屋
に
つ
い
て
は
内
線
１
０
６
０

ま
で
。

交通災害共済「ちょこっと共済」の加入受付を行っています わずかな掛け金で加入でき、手続きも簡単です。ぜひご加入ください
／問合せ　都市基盤課・内線1256まで

名称（締結日） 内容 協定先
災害時における給電車両貸与に
関する協定

（令和５年８月１日）

災害時における給電車
両の貸与

S＆D多摩ホールディングス株式
会社、トヨタS＆D西東京株式会
社（三者協定）

災害時における支援物資の受入
及び配送等に関する協定

（令和５年８月１日）

災害時における物資受
入及び配送等の協力 佐川急便株式会社西関東支店

災害時における無人航空機を活用
した情報収集活動に関する協定

（令和５年８月28日）

災害時における無人航
空機（ドローン）を使
用した情報収集

株式会社尾崎測量事務所、日本
ドローン機構株式会社（三者協
定）

災害時における二次避難所（福祉
避難所）の開設等に関する協定

（令和５年８月28日）

二次避難所（福祉避難
所）の開設 東大和市私立保育園園長会

　市では、地震等の災害発生に備え、民間事業所等との防災協定等の締結を進め
ています。令和５年度に締結した協定は、下表のとおりです。
▷問合せ　防災安全課・内線1354まで。

令和５年度に締結した防災協定令和５年度に締結した防災協定令和５年度に締結した防災協定令和５年度に締結した防災協定令和５年度に締結した防災協定令和５年度に締結した防災協定

度
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
の
間
で
学
校
長
が
指
定
し
た

時
間
）

※
夏
季
及
び
冬
季
等
の
長
期
休

業
期
間
は
除
く
。

▽
勤
務
内
容　

学
校
図
書
館
に

お
け
る
読
書
指
導
等

▽
報
酬　

時
給
１
４
８
０
円

■
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▽
応
募
要
件　

教
育
学
、
心
理

学
、
社
会
学
等
の
学
士
ま
た
は

修
士
を
有
す
る
方

▽
勤
務
日
時　

原
則
１
日
７
・

５
時
間
、
週
１
日
（
平
日
の
み
、

午
前
８
時
～
午
後
５
時
の
間
で

学
校
長
が
指
定
し
た
時
間
）

▽
勤
務
内
容　

配
置
校
に
お
け

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

▽
報
酬　

時
給
２
０
０
０
円

■
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー

▽
応
募
要
件　

社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
等
の
福
祉
に

関
す
る
専
門
的
な
資
格
を
有
す

■
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

▽
応
募
要
件　

小
学
校
教
諭
一

種
・
二
種
（
全
科
）
の
教
員
免

許
状
を
有
し
て
い
る
方

▽
勤
務
時
間　

原
則
１
日
４
時

間
程
度
、
週
５
日
で
20
時
間
程

度
（
午
前
８
時
～
午
後
５
時
の

間
で
学
校
長
が
指
定
し
た
時
間
）

※
夏
季
及
び
冬
季
等
の
長
期
休

業
期
間
は
除
く
。

▽
内
容　

担
任
教
員
と
協
力
し
、

同
じ
教
室
で
授
業
を
行
う

▽
報
酬　

時
給
２
０
０
０
円

■
学
校
図
書
館
指
導
員

▽
応
募
要
件　

司
書
教
諭
免
許

状
ま
た
は
司
書
資
格
を
有
す
る

方▽
勤
務
時
間　

原
則
１
日
４
時

間
程
度
、
週
５
日
で
20
時
間
程

教
育
委
員
会

会
計
年
度

任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す

▽
勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学

校
、
教
育
指
導
課
（
市
役
所
５

階
）、
さ
わ
や
か
教
育
相
談
室

（
市
立
第
三
小
学
校
内
）

◎
選
考
試
験

▽
事
前
課
題　

論
文
試
験

▽
当
日
課
題　

面
接
試
験
（
詳

細
は
別
途
通
知
）

◎
応
募
受
付

▽
受
付
期
間　

採
用
人
数
に
達

す
る
ま
で

▽
提
出
書
類　

当
市
規
定
の
履

歴
書
、
受
験
票
、
資
格
証
明
書

の
写
し
、
原
稿
用
紙
（
事
前
課

題
）、返
信
用
封
筒（
長
形
４
号
・

宛
名
記
入
・
切
手
貼
付
）

※
募
集
要
項
、
提
出
書
類
等
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す
。

▽
提
出
方
法　

教
育
指
導
課
へ

持
参
ま
た
は
郵
送

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
３
５
ま
で
。

る
方

▽
勤
務
時
間　

原
則
１
日
６
・

５
時
間
、
週
３
日
で
19
・
５
時

間
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
）

▽
勤
務
内
容　

学
校
を
巡
回
し

な
が
ら
家
庭
、
学
校
、
地
域
等

の
関
係
機
関
を
つ
な
ぎ
、児
童
・

生
徒
の
問
題
解
決
を
図
る

▽
報
酬　

時
給
２
０
０
０
円

■
さ
わ
や
か
教
育
相
談
員

▽
応
募
要
件　

臨
床
心
理
士
ま

た
は
臨
床
発
達
心
理
士
の
資
格

を
有
す
る
方
（W

ISC

検
査
が

で
き
る
方
が
望
ま
し
い
）

▽
勤
務
時
間　

原
則
１
日
６
・

５
時
間
、
週
３
日
で
19
・
５
時

間
（
火
・
水
・
金
曜
日
の
午
前

10
時
～
午
後
５
時
30
分
）

▽
勤
務
内
容　

教
育
相
談
業
務

▽
報
酬　

時
給
２
５
０
０
円

【
共
通
事
項
】

▽
任
用
期
間　

５
月
１
日
～
令

和
７
年
３
月
31
日
（
予
定
）

固
定
資
産
の

価
格
等

縦
覧
・
閲
覧

　

自
身
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き

る
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
等
の

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら

行
日
前
に
生
ま
れ
た
方
に
つ
い

て
も
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
母
が
再
婚
し
た
後
に

生
ま
れ
た
子
は
、
再
婚
後
の
夫

の
子
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

出
生
届
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
市
民
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
１
ま
で
。

　

民
法
の
改
正
に
よ
り
、「
血

縁
上
の
父
で
は
な
い
方
が
子
の

父
と
推
定
さ
れ
て
い
る
状
況
」

を
解
消
し
た
い
場
合
に
、
父
だ

け
で
な
く
、
子
や
そ
の
母
に
も

嫡
出
否
認
権
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
令
和
６
年

４
月
１
日
施
行
）。
な
お
、
施

行
日
か
ら
１
年
間
に
限
り
、
施

た
は
公
共
施
設
等

▽
謝
礼　

対
象
①
の
方
：
１
件

に
つ
き
８
０
０
０
円
、
対
象
②

の
方
：
１
件
に
つ
き
６
０
０
０

円▽
申
込
方
法　

履
歴
書
及
び
資

格
等
を
証
す
る
書
類
の
写
し
を

教
育
指
導
課
（
市
役
所
５
階
）

ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
）

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
２
７
ま
で
。

　

特
別
な
教
育
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
・
生
徒
に
知
能
検
査

を
実
施
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
①
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
臨
床
心
理
士
ま
た
は
公
認
心

理
師
の
資
格
を
有
す
る
方

②
大
学
院
で
①
の
資
格
取
得
に

必
要
な
科
目
を
履
修
し
て
い
る

方
ま
た
は
し
た
方

▽
場
所　

市
内
小
・
中
学
校
ま

募
集
し
ま
す

子
の
父
を
定
め
る

心
理
検
査
員

（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

嫡
出
推
定
制
度
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

市
内
の
公
園
等
を
華
や
か
にい

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

都
市
基
盤
課
・
内

線
１
２
１
８
ま
で
。

　

公
園
・
緑
地
・
こ
ど
も
広
場

等
の
花
植
え
活
動
等
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
の
も
と
、
市
で
設
置
し

た
公
園
等
の
花
壇
で
、
春
の
到

来
を
待
っ
て
い
た
花
が
満
開
を

迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
緑
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
花
の
植
え
替
え
を

予
定
し
て
い
ま
す
。、
市
内
に

彩
り
を
加
え
る
美
し
い
花
壇
を

皆
さ
ん
の
手
で
作
っ
て
み
て
は

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律において、市長は、地
方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大
綱を定めることとなっています。
　これに基づき、市長は、１月23日に開催した総合教育会議にお
いて、教育委員と意見を交換し、「東大和市教育に関する大綱」を
策定しました。
　この大綱は、「教育や文化活動が素晴らしい東大和市に住みたい、
住み続けたい」という街を目指し、「子どもたちの笑顔が
あふれるまちづくり」、「心豊かに暮らせるまちづくり」を
基本目標に定めています。

東大和市教育に関する大綱東大和市教育に関する大綱
をを策定策定しましたしました

　東大和市民であることに誇りを持ち、知性、感性、道徳心や
体力などの生きる力を育み、次のように心豊かに成長していけ
るまちづくりを進めます。
　◎自分らしさを大切にし、心豊かに成長し続ける人
　◎多様性を尊重し、他者への配慮や思いやりのもてる人
　◎�社会の一員として主体的に学び、協働し、役割を担える人
　◎�郷土を愛し、郷土を誇り、持続可能な社会を維持、発展さ

せていく人
　また、地域、家庭、学校が連携・協働し子どもたちの健全育
成を推進し、その健やかな成長を支えるため、さらなる教育改
革に取り組みます。
　そして、学校教育及び社会教育を充実し、誰もが生涯を通じ
て主体的に学び、支え合うことができ、身体的にも、精神的にも、
そして社会的にも満たされるよう、すべての市民が学びを通じ
てウェルビーイングの充実を図ることを目指します。

東大和市教育に関する大綱　基本理念

　教育に関する大綱の策定に合わせて、教育委員会の教育目標、基
本方針及び第三次東大和市学校教育振興基本計画を策定し、市のホ
ームページに掲載しています。内容については、順次、市報でもお
知らせします。
▷問合せ　教育総務課・内線1511まで。

市のホームページでも閲覧できます市のホームページでも閲覧できます

▲緑のボランティアが管理する花壇

市役所☎042−563−2111（代） 6東やまと市報 令和 6 ・ 4 ・ 1



４
月
12
日
㈮
午
後
５
時
必
着
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

１
～

３
月
分
の
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
費

の
領
収
書
、
印
鑑
（
朱
肉
を
使

用
す
る
も
の
）、
自
動
車
ガ
ソ

リ
ン
費
助
成
対
象
者
証
（
う
ぐ

い
す
色
）

※
窓
口
混
雑
緩
和
の
た
め
、
郵

送
に
よ
る
請
求
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
郵
送
の
場
合
、
請
求
書

　

身
体
障
害
者
手
帳
及
び
愛
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
自
動

車
ガ
ソ
リ
ン
費
助
成
対
象
者
証

を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し

て
、
ガ
ソ
リ
ン
１
ℓ
当
た
り
53

円
80
銭
（
軽
油
32
円
10
銭
）
を

１
か
月
30
ℓ
ま
で
助
成
し
ま
す
。

▽
申
請
期
限　

４
月
12
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
、

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
の
う
え
、
１
～
３
月
分
の

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
費
の
領
収
書

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
振
込
口
座
等
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
５
ま
で
。

東大和元気ゆうゆう体操in市役所中庭 毎月第1月曜日の午後０時30分～０時50分、市役所中庭で東大和元気ゆうゆう体操を行います（雨天時等は中止。当日の開
催の有無は市公式ＳＮＳ等に掲載）。東大和元気ゆうゆうポイント事業の対象／問合せ　地域包括ケア推進課・内線1179まで

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

心
身
障
害
者

自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
費
等
の
助
成

ポ
イ
ン
ト
も
ら
え
ま
す
。
貯
ま

っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
30
ポ
イ
ン

ト
ご
と
に
景
品
と
交
換
で
き
ま

す
。
年
度
ご
と
の
景
品
交
換
の

上
限
は
180
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

令
和
６
年
度
の
景
品
は
、
や

ま
と
カ
ー
ド
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

作
業
所
製
品
・
ラ
ッ
プ
と
な
り

ま
す
。

　

東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

や
介
護
予
防
に
役
立
つ
活
動
に

１
回
参
加
す
る
ご
と
に
、「
元

気
ゆ
う
ゆ
う
ポ
イ
ン
ト
」
が
１

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、

特
例
と
し
て
行
っ
て
い
た
自
宅

活
動
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
制
度
は
、

令
和
５
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。

※
景
品
交
換
の
申
請
書
は
社
会

福
祉
協
議
会
で
入
手
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

☎
042
―
564
―
０
０
１
２
へ
。

カ
フ
ェ
」
で
は
、
栄
養
士
に
よ

る
ミ
ニ
講
座
「
認
知
症
予
防
に

つ
な
げ
る
生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン

ト
」（
午
後
３
時
開
始
）
を
行

い
ま
す
。

▽
期
日
・
場
所

①
４
月
13
日
㈯
：SOM

PO

ケ

ア 

ラ
ヴ
ィ
ー
レ
東
大
和
（
仲

原
４
―
７
―
１
）

②
４
月
16
日
㈫
：
清
原
市
民
セ

　

物
忘
れ
が
心
配
な
方
や
認
知

症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
等
を

対
象
と
し
た
物
忘
れ
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
13
日
㈯
の
「
花

ン
タ
ー

③
４
月
24
日
㈬
：
南
街
市
民
セ

ン
タ
ー

④
４
月
30
日
㈫
：
蔵
敷
公
民
館

▽
時
間　

午
後
２
時
～
４
時

▽
相
談
員　

認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
相
談
員
（
①
の
み
）、

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

▽
問
合
せ　

地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
・
内
線
１
１
７
９
ま
で
。

４
月
13
日
㈯
は
花
カ
フ
ェ
同
時
開
催

物
忘
れ

�

相
談
会

ゆ
う
ゆ
う

ポ
イ
ン
ト

制
度

ナ
ー
に
乗
車
で
き
る
「
東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

▽
申
込
時
期　

満
70
歳
に
な
る

月
の
初
日
か
ら
申
込
可

▽
有
効
期
限　

９
月
30
日
㈪

▽
申
込
み　

費
用
・
必
要
書
類

を
持
参
し
、
立
川
バ
ス
上
水
営

業
所（
☎
042
―
536
―
０
２
４
３
）

ほ
か
、
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
パ

　

一
般
社
団
法
人
東
京
バ
ス
協

会
は
、
満
70
歳
以
上
の
都
民
を

対
象
に
、
都
バ
ス
、
都
営
地
下

鉄
、
都
電
、
都
内
民
営
バ
ス（
一

部
除
く
）
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ

ス
取
扱
い
バ
ス
営
業
所
等
に
申

込
み

※
費
用
や
必
要
書
類
等
の
詳
細

は
、
一
般
社
団
法
人
東
京
バ
ス

協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

一
般
社
団
法
人
東

京
バ
ス
協
会
☎
03
―
５
３
０
８

―
６
９
５
０
へ
。

東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス

の
交
付

票
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
こ

と③
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
住

む
場
所
に
困
っ
て
お
り
、
自
分

で
替
わ
り
の
住
宅
を
見
つ
け
ら

れ
な
い
こ
と

・・
立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い

る
こ
と

・・
現
住
居
が
保
安
上
ま
た
は
保

健
衛
生
上
劣
悪
な
状
態
で
あ
る

こ
と

・・
経
済
的
理
由
に
よ
り
継
続
し

て
居
住
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と

▽
募
集
戸
数　

１
戸
（
ひ
と
り

暮
ら
し
世
帯
用
・
７
月
１
日
入

居
予
定
）

▽
応
募
資
格　

申
込
み
を
し
た

日
に
お
い
て
次
の
①
～
⑤
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
世
帯
の
方

②
直
近
１
年
以
上
市
内
に
住
民

④
健
康
で
、
自
立
し
て
日
常
生

活
が
で
き
る
こ
と

⑤
令
和
４
年
中
の
収
入
が
256
万

８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
申
込
書
の
配
布　

地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）、

地
域
振
興
課
（
市
役
所
３
階
）、

市
民
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
み　

４
月
19
日
㈮
午
後

５
時
ま
で
に
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
へ
持
参

▽
問
合
せ　

地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
・
内
線
１
１
７
８
ま
で
。

高
齢
者
住
宅

「
ピ
ア
芋
窪
」

入
居
者
募
集

要
か
つ
合
理
的
な
対
応
を
す
る

こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
入
口
に
段
差
の
あ

る
お
店
で
車
い
す
を
利
用
し
て

い
る
方
が
来
た
ら
、
店
員
が
車

い
す
を
押
し
て
あ
げ
る
、
耳
の

聞
こ
え
な
い
方
に
は
筆
談
で
対

応
す
る
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

気
遣
い
や
行
動
で
す
。

　

市
で
は
、
法
施
行
に
合
わ
せ

　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正

さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
、
民
間

事
業
者
の
合
理
的
配
慮
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
理
的
配
慮
と
は
、
障
害
の

あ
る
方
か
ら
「
社
会
的
な
バ
リ

ア
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
」
旨

の
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
、

双
方
の
建
設
的
対
話
に
よ
り
、

負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
必

て
民
間
事
業
者
向
け
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
「
め
ざ
せ
！
合
理
的
配
慮

マ
ス
タ
ー
へ
の
み
ち
の
り
」
を

作
成
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
希
望

者
に
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
差
別
解
消
法

や
合
理
的
配
慮
に
関
す
る
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。

▽
相
談
窓
口
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
場
所　

障
害
福
祉
課
（
市

役
所
１
階
）

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正

民
間
事
業
者
の
合
理
的
配
慮
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

の
業
務
の
依
頼
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
主
な
受
注
可
能
物
品
等　

自

主
製
品
（
洋
菓
子
、
陶
芸
、
革

製
品
、
手
芸
品
等
）、
Ｐ
Ｃ
業
務
、

軽
作
業
（
郵
便
物
の
封
入
、
ラ

ベ
ル
貼
り
等
）、
下
請
業
務（
部

品
組
立
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
）、

パ
ン
、
弁
当
納
品
ほ
か

　

市
内
に
は
11
か
所
の
障
害
者

作
業
所
（
障
害
者
就
労
施
設
）

が
あ
り
、
大
勢
の
障
害
の
あ
る

方
が
働
い
て
い
ま
す
。
障
害
者

優
先
調
達
推
進
法
に
よ
り
、
国

や
地
方
公
共
団
体
で
は
率
先
し

て
、
作
業
所
か
ら
の
物
品
等
の

調
達
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
で
も
作
業
所
へ

▽
依
頼
・
発
注
方
法　

直
接
各

作
業
所
ま
で

※
作
業
所
・
受
注
可
能
物
品
一

覧
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
業
務
を
依
頼
し
た
場
合
は
、

事
業
者
名
等
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

障
害
者
作
業
所
に
業
務
を

　
　
依
頼
し
て
み
ま
せ
ん
か

す
。

　

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方

▽
日
時　

４
月
25
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
～
と
ふ
る

※
公
共
交
通
機
関
等
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

無
料
（
お
茶
を
注
文

す
る
場
合
は
200
円
）

▽
問
合
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
～
と
ふ
る
☎
042
―
516
―
３

９
８
２
へ
。

　

介
護
が
必
要
な
方
、
そ
の
介

護
者
、
地
域
の
方
が
気
軽
に
集

ま
る
「
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
ほ

の
ぼ
の
」
を
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

介
護
や
認
知
症
に
つ
い
て
カ

フ
ェ
形
式
で
自
由
に
話
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ミ
ニ
講
座
や
講

演
会
等
の
リ
ク
エ
ス
ト
、
物
忘

れ
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

っ
た
猫
の
場
合
に
助
成
し
ま
す
。

※
ワ
ク
チ
ン
代
等
は
、
助
成
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

手
術

内
容
の
わ
か
る
領
収
書
等
原
本
、

通
帳
等
の
金
融
機
関
の
口
座
番

号
と
支
店
名
の
わ
か
る
も
の
、

印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

▽
申
請
方
法　

令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
環
境

対
策
課
（
市
役
所
３
階
）
へ
持

参▽
問
合
せ　

環
境
対
策
課
・
内

線
１
２
４
８
ま
で
。

▽
対
象　

４
月
１
日
～
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
に
行
っ
た
飼

い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
用

▽
助
成
限
度
額

・・
不
妊
・
去
勢
手
術
代
：
５
５

０
０
円

・・
麻
酔
代
：
３
３
０
０
円

※
麻
酔
代
は
、
既
に
手
術
済
だ

助
成
し
ま
す

飼
い
主
の
い
な
い
猫

不
妊・去
勢
手
術
費
用

※
当
日
持
ち
込
み
不
可
。

【
事
前
持
ち
込
み
】

▽
対
象
品
目　

食
器
、
ぬ
い
ぐ

る
み
（
傷
、
割
れ
、
汚
れ
、
臭

い
等
が
な
い
も
の
）

▽
期
間　

４
月
４
日
㈭
～
18
日

㈭
（
土
曜
日
は
除
く
）

▽
場
所　

環
境
対
策
課
（
市
役

所
３
階
）

※
無
料
配
布
会
に
お
い
て
、
再

使
用
の
申
し
出
が
無
か
っ
た
場

合
は
返
却
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
対
策
課
・
内

線
１
２
４
６
ま
で
。

　

ご
み
の
減
量
を
目
的
に
、
家

庭
で
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
事

前
に
預
か
り
、
リ
ユ
ー
ス
品
と

し
て
無
料
で
配
布
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
無
料
配
布
会
】

▽
開
催
日
時　

４
月
20
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

都
立
東
大
和
南
公
園

（
う
ま
か
ん
べ
ぇ
～
祭
会
場
内
）

リ
ユ
ー
ス
品
の

無
料
配
布
会
・

事
前
持
ち
込
み

ケ
ア
ラ
ー
ズ

カ
フ
ェ

ほ
の
ぼ
の
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▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

就
学

援
助
費
支
給
認
定
申
請
書
（
４

月
上
旬
に
学
校
を
通
じ
て
配
布

し
ま
す
）、
令
和
５
年
１
月
～

12
月
ま
で
の
収
入
を
証
明
で
き

る
書
類
（
家
族
全
員
分
）、
家

賃
の
金
額
を
証
明
で
き
る
書
類

（
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
）、

朱
肉
を
使
う
印
鑑
、
振
込
先
の

【
共
通
事
項
】

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

※
イ
ベ
ン
ト
中
は
、
参
加
者
以

外
の
か
る
が
も
ひ
ろ
ば
の
利
用

不
可
。

▽
申
込
み　

４
月
１
日
㈪
午
後

１
時
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
）
で

申
込
み

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
３
６
５

１
ま
で
。

カ
バ
ー
か
け
な
ど

▽
申
込
み　

４
月
２
日
㈫
～
19

日
㈮
に
桜
が
丘
図
書
館
☎
042
―

567
―
２
２
３
１
ま
で
電
話
ま
た

は
来
館

小
学
生
の
お
子
さ
ん
で
、
保
護

者
が
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
病
気
や
出
産
等
で
入
院
、
療

養
等
が
必
要
な
場
合

②
親
族
の
病
気
等
で
そ
の
看
病
、

介
護
が
必
要
な
場
合

③
事
故
・
災
害
に
あ
っ
た
場
合

④
冠
婚
葬
祭
に
出
席
す
る
場
合

⑤
育
児
に
伴
う
身
体
的
、
精
神

的
負
担
の
軽
減
を
要
す
る
場
合

▽
利
用
期
間　

１
回
に
つ
き
１

・・
令
和
７
年
４
月
か
ら
市
立

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級

及
び
都
立
特
別
支
援
学
校
に
就

学
や
転
学
を
希
望
す
る
方

※
現
在
通
学
し
て
い
る
学
級
で

学
習
面
、
生
活
面
・
行
動
面
で

の
不
適
応
を
起
こ
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
も
相
談
対
象
で
す
。

※
市
立
小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
教
室
及
び
こ
と
ば
の
教
室

（
小
学
生
の
み
）
の
利
用
を
希

望
す
る
方
は
、
在
籍
し
て
い
る

学
校
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〜
令
和
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
幼
児
親
子

▽
活
動
日
時　

原
則
木
曜
日
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
各

館
年
25
回
程
度
）

▽
定
員　

15
組
（
む
こ
う
は

ら
・
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
）、

10
組
（
な
ら
は
し
・
か
み
き
た

だ
い
・
な
ん
が
い
・
き
よ
は
ら

児
童
館
）

【
共
通
事
項
】

▽
申
込
方
法　

４
月
10
日
㈬
～

17
日
㈬
に
申
込
用
紙
（
各
児
童

館
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
希
望
す
る
児
童
館

に
提
出
（
電
話
受
付
も
可
）

※
申
込
順
。
な
お
、
定
員
に
満

た
な
か
っ
た
場
合
、
１
歳
児
、

２
歳
児
合
同
で
の
実
施
と
な
る

時
～
午
後
６
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
等
は
除
く
。

▽
保
育
施
設　

す
こ
や
か
病

児
・
病
後
児
保
育
室

▽
定
員　

６
人

▽
料
金

・・
登
録
料　

無
料

・・
保
育
料　

１
日
２
０
０
０
円

（
同
一
疾
病
に
よ
る
連
続
利
用

に
つ
い
て
は
、
２
日
目
以
降
１

０
０
０
円
）

※
市
外
の
方
の
料
金
は
異
な
り

ま
す
。

◎
お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

　

保
育
園
等
で
お
子
さ
ん
が
体

預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も

の
）
な
ど

※
審
査
の
結
果
、
認
定
さ
れ
た

場
合
に
は
、
申
請
書
を
提
出
し

た
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

年
度
ご
と
に
認
定
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
就
学
援
助
費
が
支
給

さ
れ
て
い
る
方
も
、
必
ず
再
度

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
・
能
登
半
島
地

震
等
の
被
災
者
の
方
は
、
別
途
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課
・
内

線
１
５
２
２
ま
で
。

泊
２
日
～
６
泊
７
日

▽
利
用
料　

１
人
１
泊
３
０
０

０
円
（
減
免
規
定
有
）

※
お
子
さ
ん
に
必
要
な
食
費
、

医
療
費
、
交
通
費
等
は
自
己
負

担
で
す
。

▽
申
込
み　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
３
６
５

１
ま
で
。

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
等

の
成
長
記
録
が
分
か
る
も
の
、

各
種
手
帳
や
医
療
機
関
等
か
ら

の
診
療
情
報
（
お
持
ち
の
方
）

▽
申
込
方
法　

来
庁
日
を
事
前

に
電
話
ま
た
は
専
用
の
申
込
フ

ォ
ー
ム
（
下
の

二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス

可
）
か
ら
予
約

の
う
え
、
教
育
指
導
課
（
市
役

所
５
階
）
ま
で
来
所
し
、
申
込

み※
申
込
時
に
、
市
相
談
員
と
１

～
２
時
間
程
度
の
面
談
あ
り
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
２
７
ま
で
。

事
が
あ
り
ま
す
。

※
空
調
等
改
修
工
事
に
伴
い
、

７
～
11
月
は
南
街
市
民
セ
ン
タ

ー
及
び
桜
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

が
休
館
と
な
り
ま
す
。
な
ん
が

い
児
童
館
及
び
さ
く
ら
が
お
か

児
童
館
の
休
館
期
間
中
の
サ
ー

ク
ル
活
動
は
、
申
し
込
ん
だ
方

に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

左
表
の
と
お
り

調
不
良
に
な
っ
た
と
き
、
病

児
・
病
後
児
保
育
室
の
保
育
士

ま
た
は
看
護
師
が
お
迎
え
に
行

き
、
保
育
し
ま
す
。
事
前
に
保

育
室
の
登
録
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
市
内

の
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、

小
規
模
保
育
施
設
、
家
庭
的
保

育
施
設
、
認
証
保
育
所
、
幼
稚

園
に
在
籍
す
る
満
６
か
月
～
小

学
校
就
学
前
の
児
童

▽
利
用
方
法　

保
育
室
へ
直
接

連
絡

▽
費
用　

送
迎
費
は
無
料
（
保

育
料
は
別
途
徴
収
）

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
６
ま
た
は
す
こ
や
か
病

児
・
病
後
児
保
育
室
☎
042
―
590

―
０
４
１
５
へ
。

　

市
で
は
、
公
立
小
・
中
学
校

に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
で
、
経
済
的
な
困
難
を
抱

え
て
い
る
場
合
に
、
教
育
費
の

一
部
を
援
助
す
る
就
学
援
助
費

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
、教
育
総
務
課（
市

役
所
５
階
）
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

同
じ
年
齢
の
お
子
さ
ん
同
士

で
集
ま
っ
て
、
ふ
れ
あ
い
遊
び

や
友
だ
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。

　

親
子
で
体
を
動
か
し
て
遊
ん

だ
り
、
保
護
者
同
士
で
情
報
交

換
や
お
話
を
し
た
り
で
き
ま
す
。

◎
１
歳
児
親
子
集
ま
れ
！

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
参
加

当
日
に
１
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

▽
日
時　

４
月
12
日
㈮
午
前

10
時
～
11
時

▽
定
員　

７
組
（
申
込
順
）

◎
０
歳
児
親
子
集
ま
れ
！

▽
対
象
・
日
時　

市
内
在
住
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

【
参
加
当
日
に
生
後
１
～
７
か

月
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
】　

４
月
18
日
㈭
午
後
２
時
～
３
時

【
参
加
当
日
に
生
後
８
～
11
か

月
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
】　

４
月
19
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時

▽
定
員　

各
回
10
組（
申
込
順
）

 

一
日
図
書
館
員
に
な
っ
て
図

書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
５
・
６
年
生

▽
日
時　

５
月
５
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
０
時
15
分

▽
場
所　

桜
が
丘
図
書
館

▽
定
員　

２
人
（
申
込
者
多
数

の
場
合
、
抽
選
）

▽
内
容　

貸
出
、
返
却
、
本
の

　

保
護
者
が
病
気
や
出
産
な
ど

で
お
子
さ
ん
を
養
育
で
き
な
い

と
き
、
養
育
協
力
員
宅
ま
た
は

児
童
養
護
施
設
れ
ん
げ
学
園
で
、

お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
お
預
か

り
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
２
歳
～

　

就
学
相
談
は
、
お
子
さ
ん
の

状
態
、
本
人
・
保
護
者
の
意
見
、

教
育
学
・
医
学
・
心
理
学
等
専

門
的
見
地
か
ら
の
意
見
、
そ
の

他
環
境
等
を
踏
ま
え
、
総
合
的

な
観
点
か
ら
就
学
先
を
決
定
す

る
仕
組
み
で
す
。

▽
対
象

・・
令
和
７
年
４
月
に
就
学
年
齢

に
達
す
る
児
童
で
、
障
害
の
あ

る
方
、
学
校
へ
の
適
応
に
心
配

の
あ
る
方
、
こ
と
ば
の
発
音
や

リ
ズ
ム
に
不
安
の
あ
る
方

　

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
遊
び

場
、
親
同
士
の
仲
間
づ
く
り
の

場
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
保
護
者
が
話

し
合
い
で
決
め
ま
す
（
市
職
員

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
）。

【
１
歳
児
親
子
サ
ー
ク
ル
】

▽
対
象　

令
和
４
年
４
月
２
日

〜
令
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
幼
児
親
子

▽
活
動
日
時　

原
則
水
曜
日
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
各

館
年
20
回
程
度
）

▽
定
員　

15
組
（
む
こ
う
は

ら
・
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
）、

10
組
（
な
ら
は
し
・
か
み
き
た

だ
い
・
な
ん
が
い
・
き
よ
は
ら

児
童
館
）

【
２
歳
児
親
子
サ
ー
ク
ル
】

▽
対
象　

令
和
３
年
４
月
２
日

　

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、
お

子
さ
ん
が
病
気
の
た
め
、
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等
に
通

園
、
通
学
で
き
な
い
場
合
に
、

保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る

制
度
で
す
。
市
で
は
、
市
内
医

療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

※
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

満
６
か
月
～
小
学
６

年
生

※
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
等
に

よ
り
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

月
～
金
曜
日
午
前
８

就
学
援
助
費
制
度

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ご
参
加
く
だ
さ
い

教
育
費
の
一
部
を援助

し
ま
す

０
歳
児・１
歳
児

親
子
集
ま
れ
！

子
ど
も
図
書
館
員

子
ど
も

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

病
児
・
病
後
児
保
育

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

児
童・生
徒
の
就
学
相
談

児童館児童館 問合せ先問合せ先
ならはし児童館 ☎042-562-3600

かみきただい児童館 ☎042-567-2884
むこうはら児童館 ☎042-563-1858
なんがい児童館 ☎042-567-2441
きよはら児童館 ☎042-565-6021

さくらがおか児童館 ☎042-567-2237

▲１歳児親子集まれ！

親
子
の
交
流
の
場
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か

児
童
館
親
子
サ
ー
ク
ル
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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し
て
い
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
み　

中
央
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
１
、
フ
ァ
ク
ス

042
―
563
―
５
９
３
４
ま
で
。

30
分
ま
で
）

▽
場
所　

都
立
東
大
和
南
公
園

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
）

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

う
ま
か
ん
べ
ぇ
～

祭
実
行
委
員
会
市
担
当
（
産
業

振
興
課
）・
内
線
１
０
７
４
ま
で
。

◎
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
「
う
ま

か
ん
べ
ぇ
～
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　

東
大
和
市
駅
を
ス
タ
ー
ト
し

て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
由
に
歩

く
、
西
武
鉄
道
㈱
主
催
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。

▽
日
時　

４
月
20
日
㈯
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
に
東

大
和
市
駅
を
ス
タ
ー
ト

▽
受
付
場
所　

東
大
和
市
駅

（
当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
問
合
せ　

西
武
鉄
道
㈱
☎
04

―
２
９
９
６
―
２
８
８
８
へ
。

　

第
10
回
う
ま
か
ん
べ
ぇ
～
祭

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展
す

る
団
体
と
メ
ニ
ュ
ー
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

市
民
グ
ル
ー
プ
や
市
内
飲
食

店
な
ど
28
団
体
が
、
市
内
で
採

れ
る
農
産
物
等
を
活
用
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
で
競
い
合

い
ま
す
。

　

優
勝
メ
ニ
ュ
ー
は
、
出
展
メ

ニ
ュ
ー
を
食
べ
た
皆
さ
ん
の
投

票
と
審
査
員
審
査
の
総
合
評
価

で
決
定
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
20
日
㈯
・
21
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
投

票
受
付
は
、
21
日
㈰
午
後
２
時

▽
期
間　

７
月
下
旬
～
８
月
中

旬
（
日
・
月
曜
日
は
除
く
）

▽
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４

時・・
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
運
営
し

ま
す
。

・・
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
子
ど

も
た
ち
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
見
守
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
各
公
民
館
に
設
置

競
技
22
種
目
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
大
会
日
程　

７
月
６
日
㈯
～

８
月
３
日
㈯

▽
当
市
競
技
種
目
日
程
・
会
場

下
表
の
と
お
り

※
実
施
日
時
等
詳
細
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
・
内

線
１
５
５
２
ま
で
。

て
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

・・
４
～
６
・
９
・
10
月
：
毎
週

木
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
午
後

２
～
６
時

・・
11
・
12
・
３
月
：
毎
週
木
曜

日（
年
末
年
始
、祝
日
は
除
く
）

午
後
２
～
４
時

※
一
部
利
用
で
き
な
い
場
所
あ

り
。
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
・
内

線
１
５
５
２
ま
で
。

　

中
央
公
民
館
で
は
毎
年
夏
休

み
期
間
中
、
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
と
し
て
学
習
室
や

ロ
ビ
ー
を
開
放
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

　

東
京
都
市
町
村
総
合
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
市
町
村
の
親
睦
・
交
流
を
深

め
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、

多
摩
地
域
の
30
市
町
村
対
抗
で

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
は
東
大
和
市
が
会

場
市
と
な
り
、
当
市
を
含
む
近

隣
市
を
競
技
会
場
と
し
て
、
14

　

市
で
は
、
特
色
あ
る
公
園
整

備
基
本
方
針
に
基
づ
く
取
組
み

の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
気
軽
に
ボ
ー
ル
遊
び
に
親
し

め
る
場
所
を
提
供
す
る
た
め
、

東
大
和
市
ロ
ン
ド
上
仲
原
野
球

場
の
個
人
無
料
開
放
を
行
っ
て

い
ま
す
。
野
球
場
で
受
付
を
し

夏
休
み
☆
み
ん
な
で

つ
く
る
遊
空
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

第
56
回

東
京
都
市
町
村

総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

東
大
和
市
ロ
ン
ド
上
仲
原
野
球
場

個
人
無
料
開
放
を

行
っ
て
い
ま
す

う
ま
か
ん
べ
ぇ
～
祭
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

出
展
団
体
と
メ
ニ
ュ
ー
が
決
定

▲うまかんべぇ〜祭（令和５年度）

郷土博物館からのお知らせ郷土博物館からのお知らせ郷土博物館からのお知らせ郷土博物館からのお知らせ

▷問合せ▷問合せ　郷土博物館☎042-567-4800まで。　郷土博物館☎042-567-4800まで。

　月のクレーターや冬の星たちをさがします。
▷期日　４月13日㈯〔くもり・雨の場合４月14日㈰に延期〕
▷集合　午後７時・郷土博物館前
▷観察場所　郷土博物館前
▷定員　30人（事前申込制）
▷案内　星空ボランティア、博物館職員
▷持ち物　筆記用具、懐中電灯

■星空観察会「月やオリオン大星雲をみよう」■星空観察会「月やオリオン大星雲をみよう」
　若葉の雑木林で、野鳥観察を楽しみませんか。
▷期日　４月28日㈰（事前申込制）
▷集合　午前８時・郷土博物館前（正午頃解散予定）
▷観察場所　都立東大和公園
▷講師　�大庭健二氏（都市鳥研究会幹事）、柴田佳秀氏（日

本鳥学会会員）、永石文明氏（東京農工大学講師）
▷持ち物　筆記用具、双眼鏡

■自然観察会「バードウォッチング」■自然観察会「バードウォッチング」

　太平洋戦争末期、都立東大和南公園にあった日立航空機株式会社の工場は、米軍により３回（４月に２回）の攻
撃を受けました。平和の大切さを考えるきっかけとなるよう、攻撃を受けた日に、戦争遺跡である変電所をライトアップします。
▷日時　４月19日㈮・24日㈬午後６時30分～７時30分
▷場所　都立東大和南公園内

■変電所をライトアップします■変電所をライトアップします

おはなし会
※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

◎桜が丘図書館☎042-567-2231
対象 開催日 時間 内容

３歳以下及び保護者
【定員12組（先着順）】 12日㈮・26日㈮ 午前10時30分～11時 わらべうたと絵本

３歳以上 20日㈯ 午前10時30分～11時 スタッフによる
おはなし

４歳以上 ３日㈬・17日㈬ 午後３時30分～４時 おはなしと絵本

対象 開催日 時間 内容
４歳以上 ５日㈮ ・19日㈮ 午後３時30分～４時 おはなしと絵本
小学１年生以上 13日㈯ ・27日㈯ 午後３時30分～４時 おはなしと絵本
大人 ６日㈯ 午後３時30分～４時 おはなし

０〜２歳児親子 17日㈬ 午前10時30分～11時 絵本
（赤ちゃんおはなし会）

◎中央図書館☎�042-564-2454

◎清原図書館☎042-564-2944
対象 開催日 時間 内容

３歳以下及び保護者
【定員10組（先着順）】 11日㈭・25日㈭ 午前10時30分～11時 わらべうたと絵本

４歳以上 10日㈬・24日㈬
21日㈰

午後３時30分～４時
午後３時30分～４時

おはなしと絵本
絵本など

大人 27日㈯ 午後３時～３時30分 絵本など

図書館からのお知らせ（４月）

日程（７月） 競技種目 会場
７日㈰・
14日㈰ 軟式野球（男子） 東大和市ロンド上仲原野球場

13日㈯ ソフトボール（男子） 都立東大和南公園
21日㈰ ソフトテニス（男子） 都立東大和南公園
21日㈰ ゲートボール（混成） 東大和市ロンド桜が丘フィールド
27日㈯ 卓球（女子） 東大和市ロンドみんなの体育館
28日㈰ バレーボール（男子） 東大和市ロンドみんなの体育館

団体名 メニュー名
東京ユニオンガーデン ユニばあのけんちんうどん
カレーキング マイルドなポークカレーライス
有限会社 丸侑 うまかん麺（台湾風）
湖畔いきいきクラブ 地場野菜産 ひがしトマとカレー
キーマーらんど キーまっ茶カレー
うしみずアンナホ 茶ん担麺
お菓子Labo ふたりしまい 柚子っ茶パイ
Father‘s Club 地場野菜産昔ながらのソース焼きそば 東大和産
おやじの会 東大和産トマトを使ったぶっかけミートソース焼きそば
東大和 盛連会 揚げたてジャパン
ソレイユ ひがしやまとミルキーゆず
ピンクラビット ポテサラコロッケパン
おもひで MM春巻き
にゃんがい子ども食堂 狭山茶餡 栗だんご
父ちゃん‘s 四十八 とう茶んあんだぎー
中華レストラン TIDA くるみあんゴマ団子で癒され茶って♡
BIGBOX東大和 クリープのなめらかプディング（イチゴソース・抹茶ソース）
うさぎ屋udon 狭山茶Ｃ＆Ｃチーズケーキ
コロリトゥーラ コロリのひよコロ ひよこ豆とビーツのコロッケ 狭山茶チーズとトマトソース
味噌屋蔵之介東大和本店 かれ～っから
Stove ミネストローネ
KUJAKU BAKERY 東大和バーガー
東大和市商工会青年部 東大和茶葉スモーク 炭火BBQポーク
南友会 南友会の気まぐれスイーツ！クレープ on the 抹茶クッキー
頑固おやじの会 五目Rice Bar
パティスリー ル シャトー やまと・さつまいもパイ
パルティーレ ジュン 東大和パンツェロッティビアンコ
４小おやじ本舗 おやじのゆずれないクレープ

市役所☎042−563−2111（代）9 東やまと市報令和 6 ・ 4 ・ 1



■
男
女
共
同
参
画
事
業
「
若
年

層
の
性
暴
力
被
害
予
防
月
間
パ

ネ
ル
展
」

　

10
代
・
20
代
に
対
す
る
性
暴

力
の
手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い

ま
す
。
同
意
の
な
い
性
的
行
為

の
強
要
は
、
い
か
な
る
理
由
・

関
係
性
で
あ
っ
て
も
す
べ
て
性

暴
力
で
す
。
国
で
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
、
進
学
・
就
職
等
に

伴
い
若
年
層
の
生
活
環
境
が
大

き
く
変
わ
り
、
被
害
に
遭
う
リ

ス
ク
が
高
ま
る
４
月
を
「
若
年

層
の
性
暴
力
被
害
予
防
月
間
」

と
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の

期
間
に
合
わ
せ
パ
ネ
ル
展
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
性

暴
力
に
関
す
る
情
報
を
み
ん
な

で
共
有
し
て
、
社
会
全
体
で
性

暴
力
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
／
４
月
30
日
㈫
ま
で
／
場
所

市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
／
地

域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
６
ま

で
。

■
図
書
館

◎
中
央
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
貸
し
出
し

　

中
央
図
書
館
で
は
、
図
書
館

主
催
の
展
示
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
無
料

で
貸
し
出
し
ま
す
（
図
書
館
内

で
の
販
売
行
為
は
で
き
ま
せ

ん
）
／
市
内
を
中
心
に
活
動
し
、

芸
術
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
（
宗
教
団
体
及
び
企
業
等

の
営
利
を
目
的
と
し
た
団
体
は

除
く
）
／
貸
出
期
間　

４
月
19

日
㈮
～
５
月
15
日
㈬
、
６
月
21

日
㈮
～
７
月
17
日
㈬
、
８
月
17

日
㈯
～
９
月
18
日
㈬
の
う
ち
概

ね
２
週
間
以
内
（
設
営
・
撤
収

を
含
む
）
／
休
館
日
（
毎
週
火

曜
日
、毎
月
第
３
木
曜
日
、土
・

日
曜
日
以
外
の
祝
日
）
は
除
く

／
４
月
３
日
㈬
か
ら
電
話
ま
た

は
来
館
で
申
込
み
（
申
込
順
）

■
社
会
教
育
委
員
会
議
を
傍
聴

で
き
ま
す

　

４
月
16
日
㈫
午
前
10
時
／
場

所　

市
役
所
会
議
棟
第
６
・
７

会
議
室
／
傍
聴
人
の
定
員　

５

人
（
先
着
順
）
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
生
涯

学
習
課
・
内
線
１
５
５
５
ま
で
。

■
予
防
接
種

◎
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
）
２
期

　

風
し
ん
や
麻
し
ん
は
今
も
国

内
で
患
者
が
出
て
い
ま
す
。
お

子
さ
ん
に
し
っ
か
り
と
抗
体
を

つ
け
る
た
め
に
２
期
を
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。
対
象
の
方

に
は
３
月
末
に
予
診
票
を
送
付

し
て
い
ま
す
／
平
成
30
年
４
月

２
日
～
平
成
31
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
／
接
種
期
限　

令
和

７
年
３
月
31
日

◎
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
子
宮
頸
が
ん
）

　

接
種
を
完
了
し
て
い
な
い
女

性
の
方
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

（
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方
）

用
の
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま

す
／
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平

成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女

性
の
方
（
平
成
９
年
４
月
２
日

～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
対
象
の
方
に
は
既
に
送
付

済
）
／
接
種
期
限　

令
和
７
年

３
月
31
日

◎
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

　

65
歳
に
な
る
前
月
末
に
予
診

票
を
送
付
し
ま
す
（
過
去
に
接

種
し
た
方
は
除
く
）
／
接
種
期

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

偶
数
月
生
ま
れ
の
乳
幼
児
／

４
月
４
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～

11
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
バ
ス
タ
オ
ル
／
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
４
月
11
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
12
人
（
申
込

順
）
／
電
子
申
請
受
付
可
／
離

乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方
の
話
、

実
演
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）、

個
別
相
談
／
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
だ
っ
こ
ひ
も
等

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
～
11
か
月
）

　

生
後
７
～
11
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
４
月
18
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
10
人

（
申
込
順
）
／
保
育
定
員　

８

人
（
申
込
順
）
／
電
子
申
請
受

付
可
／
離
乳
食
の
進
め
方
の
話
、

調
理
実
習
、
試
食
、
個
別
相
談

／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
バ
ス
タ

オ
ル

■
令
和
６
年
度
健
康
づ
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
の
配
布

　

４
月
初
旬
に
全
戸
配
布
し
ま

す
。
が
ん
検
診
や
母
子
保
健
事

業
、
予
防
接
種
等
に
つ
い
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。
４
月
中
旬
ま

で
に
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
／
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

■
幼
児
歯
科
健
康
診
査

　

市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月
児

健
診
後
～
就
学
前
の
幼
児
／
４

月
25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
５
月
13
日
㈪
午
前
９
時
30

分
～
11
時
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／
30
人
程
度
（
申
込

順
）
／
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、

予
約
カ
ー
ド
（
初
め
て
の
方
は

母
子
健
康
手
帳
）

■
妊
婦
健
康
診
査
を
助
産
院
や

東
京
都
外
の
医
療
機
関
等
で
受

け
た
方
へ

　

助
産
院
や
東
京
都
外
の
医
療

機
関
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診

し
た
場
合
、
お
手
持
ち
の
「
妊

婦
健
康
診
査
受
診
票
」
は
使
用

で
き
ず
、
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
は
出
産
後
、
申

請
に
よ
り
、
上
限
額
の
範
囲
内

で
一
部
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
／
申
請
期
限　

出
産
日
か
ら

12
か
月
を
経
過
す
る
日
／
申
請

方
法　

期
限
内
に
「
東
大
和
市

妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
金
支
給

申
請
書
」（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
可
）
に
記
入
の
う
え
、

必
要
書
類
等
を
添
え
て
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出

■
新
生
児
聴
覚
検
査
を
東
京
都

外
の
医
療
機
関
で
受
け
た
方
へ

　

東
京
都
外
の
医
療
機
関
で
新

生
児
聴
覚
検
査
を
受
診
し
た
場

合
、
お
手
持
ち
の
「
新
生
児
聴

覚
検
査
受
診
票
」
は
使
用
で
き

ず
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
出
産
後
、
申
請
に

よ
り
、
上
限
額
の
範
囲
内
で
一

部
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
／

限　

66
歳
に
な
る
前
日
ま
で

▽
問
合
せ　
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

申
請
期
限　

出
産
日
か
ら
12
か

月
を
経
過
す
る
日
／
申
請
方
法

期
限
内
に
「
東
大
和
市
新
生
児

聴
覚
検
査
費
助
成
金
支
給
申
請

書
兼
請
求
書
」（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
可
）
に
記
入
の

う
え
、
必
要
書
類
等
を
添
え
て

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出

■
不
妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治

療
費
、
不
育
症
検
査
費
、
特
定

不
妊
治
療
費
、
特
定
不
妊
治
療

費
（
先
進
医
療
）
の
助
成

　

市
で
は
、
１
回
の
治
療
に
東

京
都
か
ら
の
助
成
金
を
超
え
る

費
用
が
か
か
っ
た
方
に
対
し
て
、

治
療
費
の
一
部
を
次
の
と
お
り

助
成
し
て
い
ま
す
。

◎
不
妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治

療
費
助
成

　

東
京
都
不
妊
検
査
及
び
一
般

不
妊
治
療
費
助
成
の
承
認
決
定

を
受
け
た
方
／
助
成
額　

１
回

に
つ
き
１
万
円
を
上
限
／
必
要

書
類
等　

東
京
都
「
不
妊
検
査

等
助
成
承
認
決
定
通
知
書
」
の

写
し
、
東
京
都
「
不
妊
検
査
等

助
成
事
業
受
診
等
証
明
書
」
の

写
し
（
両
面
コ
ピ
ー
）、
振
込

口
座
の
口
座
番
号
・
口
座
名
義

人
等
を
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し
、
請
求
者
の
印
鑑

◎
不
育
症
検
査
費
助
成

　

東
京
都
不
育
症
検
査
助
成
の

承
認
決
定
を
受
け
た
方
／
助
成

額　

１
回
に
つ
き
２
万
円
を
上

限
／
必
要
書
類
等　

東
京
都

「
不
育
症
検
査
助
成
承
認
決
定

通
知
書
」の
写
し
、
東
京
都「
不

育
症
検
査
助
成
事
業
受
診
等
証

明
書
」
の
写
し
（
両
面
コ
ピ
ー
）、

振
込
口
座
の
口
座
番
号
・
口
座

名
義
人
等
を
確
認
で
き
る
書
類

の
写
し
、
請
求
者
の
印
鑑

◎
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方
／

助
成
額　

１
回
に
つ
き
３
万
円

を
上
限
／
必
要
書
類
等　

東
京

都
「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
承

認
決
定
通
知
書
」
の
写
し
、
東

京
都
「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
受
診
等
証
明
書
」
の
写
し
、

特
定
不
妊
治
療
に
係
る
領
収
書

の
写
し
、
振
込
口
座
の
口
座
番

号
・
口
座
名
義
人
等
を
確
認
で

き
る
書
類
の
写
し
、
請
求
者
の

印
鑑

◎
特
定
不
妊
治
療
費
（
先
進
医

療
）
助
成

　

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費

（
先
進
医
療
）
助
成
の
承
認
決

定
を
受
け
た
方
／
助
成
額　

１

回
に
つ
き
３
万
円
を
上
限
／
必

要
書
類
等　

東
京
都
「
特
定
不

妊
治
療
費
（
先
進
医
療
）
助
成

承
認
決
定
通
知
書
」
の
写
し
、

東
京
都「
特
定
不
妊
治
療
費（
先

進
医
療
）
助
成
事
業
受
診
等
証

明
書
」の
写
し（
両
面
コ
ピ
ー
）

／
振
込
口
座
の
口
座
番
号
・
口

座
名
義
人
等
を
確
認
で
き
る
書

類
の
写
し
、
請
求
者
の
印
鑑

【
共
通
事
項
】

申
請
期
限　

当
該
申
請
に
お
け

る
東
京
都
助
成
の
決
定
日
の
属

す
る
年
度
の
翌
年
度
末
日
／
申

請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
可
。

▽
問
合
せ　
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

◎
図
書
館
利
用
登
録
の
令
和
６

年
度
更
新
の
お
願
い

　

住
所
等
の
登
録
要
件
を
確
認

す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
に
利

用
登
録
を
し
た
方
は
、
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
に
更
新
手
続

が
必
要
で
す
。
更
新
手
続
を
し

な
い
場
合
、
令
和
７
年
４
月
１

日
以
降
、
貸
出
、
予
約
、
図
書

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
館
内
検

索
端
末
機
で
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
ロ

グ
イ
ン
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
利

用
登
録
し
た
方
で
更
新
手
続
を

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
現
在
貸

出
等
の
利
用
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
図
書
館
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
／
有
効
期
限

住
所
確
認
か
ら
５
年
後
の
誕
生

日
／
手
続
方
法　

図
書
館
で
原

則
本
人
が
身
分
証
等
を
提
示

（
在
勤
・
在
学
の
方
は
、
社
員

証
・
学
生
証
等
も
併
せ
て
提
示
）

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
４
へ
。

■
市
立
狭
山
保
育
園
「
０
～
２

歳
児
の
あ
そ
び
広
場
」

　

お
も
ち
ゃ
遊
び
や
３
歳
以
上

の
園
児
と
の
交
流
が
で
き
ま
す

／
０
～
２
歳
児
／
４
月
25
日
㈭

午
前
10
時
～
11
時
／
場
所　

市

立
狭
山
保
育
園
／
飲
み
物
・
着

替
え
／
誕
生
月
の
お
子
さ
ん
に

は
、
手
型
や
足
型
を
取
っ
た
カ

ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
／
４
月
24

日
㈬
ま
で
に
☎
042
―
564
―
２
２

９
６
へ
電
話
ま
た
は
来
園
。

■
地
価
公
示
価
格
の
閲
覧

　

令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
の

地
価
公
示
価
格
が
国
土
交
通
省

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

公
示
価
格
は
、
管
財
課
（
市
役

所
３
階
）で
閲
覧
で
き
ま
す（
国

土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
閲
覧
可
）
／
管
財
課
・
内

線
１
３
４
１
ま
で
。

■
衛
生
配
管
設
備
等
更
新
工
事

が
終
了
し
ま
し
た

　

令
和
５
年
度
に
実
施
し
て
い

た
庁
舎
ト
イ
レ
衛
生
配
管
設
備

等
更
新
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
で
は
、
老
朽
化
し
た

配
管
更
新
に
加
え
、
全
個
室
へ

の
手
す
り
の
設
置
や
、
１
階
だ

れ
で
も
ト
イ
レ
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
を
併
せ
て

実
施
し
ま
し
た
／
総
務
課
・
内

線
１
３
１
１
ま
で
。

■
や
ま
と
あ
け
ぼ
の
学
園
は
廃

園
し
ま
し
た

　

や
ま
と
あ
け
ぼ
の
学
園
で
行

っ
て
い
た
児
童
発
達
支
援
、
障

害
児
相
談
支
援
等
の
事
業
は
、

令
和
６
年
４
月
以
降
子
ど
も
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
む
ぎ
東
大

和
で
行
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

や
ま
と
あ
け
ぼ
の
学
園
は
、
３

月
31
日
を
も
っ
て
廃
園
し
ま
し

た
／
保
育
課
・
内
線
１
７
６
９

ま
で
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

◎
金
融
相
談
会

　

４
月
10
日
㈬
午
前
10
時
～
11

時
・
午
後
１
時
～
４
時
の
う
ち

１
時
間（
事
前
申
込
制
）／
場
所

中
小
企
業
大
学
校
東
京
校
内

◎
創
業
個
別
相
談

　

随
時
（
申
込
後
に
調
整
）
／

90
分
程
度
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

▽
問
合
せ　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
☎
042
―
565
―
１
１
９
５
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

仕
事
の
受
注

　

屋
内
外
の
清
掃
、
植
木
せ
ん

定
、
除
草（
一
部
地
域
は
除
く
）、

家
事
（
掃
除
・
洗
濯
・
食
事
づ

く
り
）
な
ど
、
困
り
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

料
金
は
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま

す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

042
―
565
―
０
５
３
１
へ
。

災害はいつ起こるかわかりません。いざという時に備え、各家庭３日～１週間程度の食料を備蓄しましょう／問合せ
防災安全課・内線1352まで災害に備えた備蓄
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問合せ　郷土博物館
　   ☎042-567-4800

■
「
表
示
登
記
の
日
」
無
料
相

談
（
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会

立
川
支
部
）
／
４
月
３
日
㈬
午

後
１
時
～
４
時
／

中
央
公
民

館
／
土
地
・
建
物
の
調
査
・
測

量
、
境
界
問
題
・
不
動
産
の
表

示
登
記
に
関
す
る
相
談
／

伊

東
☎
042
―
840
―
９
７
５
３
へ
。

■
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

の
共
同
作
業
所
作
品
展
（
共
同

作
業
所
連
絡
会
）
／
４
月
８
日

㈪
～
19
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
／

市
役
所
１

階
入
口
ホ
ー
ル
／
革
工
芸
品
、

手
工
芸
品
、
陶
芸
品
、
菓
子
等

の
展
示
・
販
売
／

食
工
房
ぱ

る
☎
042
―
567
―
１
４
４
１
へ
。

■
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
「
脳
活
性

化
教
室
」（
い
き
い
き
ひ
だ
ま

り
東
大
和
）
／
認
知
症
予
防
に

関
心
が
あ
る
方
／
４
月
11
日

㈭
・
25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
／

中
央
公
民
館
／

軽
い
運
動
・
ゲ
ー
ム
と
茶
話
会

を
楽
し
く
継
続
／

大
西
知
恵

子
／
　

　

500
円
／

東
大
和
元
気

ゆ
う
ゆ
う
ポ
イ
ン
ト
手
帳
／

大
西
☎
090
―
８
５
１
９
―
４
３

７
０
へ
。

■
母
子
で
奥
多
摩
桜
と
野
外
料

理
で
近
友
活
♪
（
未
成
年
位
マ

マ
の
誘
え
る
友
達
作
り
拡
散
希

望
の
会
）
／
未
成
年
位
ま
で
の

子
と
そ
の
母
（
母
の
み
の
参
加

可
）
／
４
月
13
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～
午
後
２
時
／

氷
川
渓

谷
（
Ｊ
Ｒ
奥
多
摩
駅
集
合
）
／

10
人
（
申
込
順
）
／
河
原
で
料

理
を
作
っ
て
食
べ
な
が
ら
の
交

流
会
／

食
器
類
、
飲
み
物
、

シ
ー
ト
、
ご
み
袋
／

４
月
10

日
㈬
ま
で
に
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ
☎
080

―
４
１
２
９
―
２
０
１
７
へ
。

■
初
心
者
の
ス
マ
ホ
講
座

「LINE

の
基
本
操
作
」（
東
大

和
ど
っ
と
ネ
ッ
ト
の
会
）
／
シ

ニ
ア
／
４
月
18
日
㈭
午
前
10
時

～
正
午
／

中
央
公
民
館
／
10

人（
申
込
順
）／
ス
マ
ホ
のLINE

の
基
本
操
作
を
習
う
／

ソ
フ

ト
バ
ン
ク
社
員
／

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
）
／

４
月
16
日
㈫
ま
で
に
福
田
☎

090
―
５
８
１
８
―
７
８
９
６
へ
。

■
介
護
者
の
集
い
（
介
護
者
の

集
い
東
大
和
）
／
介
護
中
・
介

護
経
験
者
・
関
心
の
あ
る
方
／

４
月
18
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
／

向
原
老
人
福
祉

館
／
介
護
に
関
す
る
情
報
交
換
、

経
験
談
な
ど
／
　

　

100
円
／

田

村
☎
090
―
５
３
０
８
―
６
６
３

８
へ
。

■
川
の
清
掃
「
第
49
回
空
堀
川

の
清
掃
」（
空
堀
川
を
考
え
る

会
）
／
４
月
20
日
㈯
午
前
９
時

～
11
時
（
小
雨
決
行
）
／

上

砂
一
の
橋
右
岸
空
川
ひ
ろ
ば
集

合
／
軍
手
と
火
バ
サ
ミ
は
主
催

者
で
用
意
、
保
険
は
主
催
者
で

加
入
／
後
援　

東
京
都
北
多
摩

北
部
建
設
事
務
所
／
協
賛　

東

大
和
市
、
森
永
乳
業
㈱
東
京
多

摩
工
場
／

４
月
19
日
㈮
ま
で

に
小
倉
☎
070
―
１
４
４
８
―
０

６
５
８
へ
。

■
会
員
募
集
（
多
摩
中
国
語
講

習
会
）
／
成
人
／
毎
週
火
・
水
・

金
・
土
曜
日
／
午
後
７
時
～
８

時
30
分
／
中
国
語
の
学
習
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
受
講
） 

／

６
か
月
３
万
６
千
円
／

秋
山
☎
042
―
564
―
８
０
０
７
へ
。

ツバメの帰る橋

〈イワツバメ〉

　

毎
年
、
春
に
な
る
と
、
空
堀
川
の

上
砂
一
の
橋
（
四
小
の
南
）
に
帰
っ

て
く
る
鳥
が
い
ま
す
。
イ
ワ
ツ
バ
メ

で
す
。

　

今
年
も
橋
の
下
に
巣
を
か
け
ま
し

た
。
橋
か
ら
見
て
い
る
と
、
も
の
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
次
々
に
飛
ん
で
き

ま
す
。

　

こ
こ
の
イ
ワ
ツ
バ
メ
を
見
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
鳥
が
好
き
に
な
り
、

そ
の
後
、
鳥
の
研
究
が
し
た
い
と
進

路
を
決
め
た
子
も
い
ま
す
。

　

1990
年
代
は
東
大
和
市
駅
の
高
架
下

で
巣
を
作
り
、
子
育
て
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
い
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

夏
の
終
わ
り
に
は
、
ま
た
南
の
国

を
目
指
し
て
旅
に
出
る
イ
ワ
ツ
バ
メ
。

こ
れ
か
ら
も
、
空
堀
川
に
帰
っ
て
き

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

③
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
等
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守　

④

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
／

東
大
和
警
察
署
☎
042
―
566
―
０

１
１
０
へ
。

■
資
源
物
中
間
処
理
施
設
エ
コ

プ
ラ
ザ
ス
リ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー

「
施
設
公
開
・
工
作
教
室
」

　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
及

び
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
間
処
理

を
行
う
施
設
の
公
開
及
び
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
工
作
教
室

を
行
い
ま
す
／
４
月
20
日
㈯
・

21
日
㈰
／
各
日
①
午
前
11
時
～

正
午　

②
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分
／
当
日
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
／

小
平
・
村

山
・
大
和
衛
生
組
合
☎
042
―
341

―
４
３
４
５
へ
。

■
立
川
税
務
署
「
定
額
減
税
説

明
会
」

　

給
与
支
払
者
向
け
の
定
額
減

税
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
予

約
方
法
等
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下

の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
／

立
川
税
務
署

☎
042
―
523
―
１
１
８
１
へ
。

■
４
月
６
日
㈯
～
15
日
㈪
は
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す

　

４
月
10
日
㈬
は
、「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

令
和
５
年
中
の
都
内
に
お
け
る

自
転
車
が
関
与
す
る
事
故
は
、

交
通
事
故
全
体
の
46
・
３
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
自
転
車
も
乗

れ
ば
車
と
同
じ
で
す
。
必
ず
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
／

ス
ロ
ー
ガ
ン　

世
界
一
の
交
通

安
全
都
市 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目

指
し
て
／
重
点
項
目　

①
こ
ど

も
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路

交
通
環
境
の
確
保
と
安
全
な
横

断
方
法
の
実
践　

②
歩
行
者
優

先
意
識
の
徹
底
と「
思
い
や
り
・

ゆ
ず
り
合
い
」
運
転
の
励
行　

■
手
話
講
習
会
受
講
生
募
集

　

平
成
21
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
／
ク
ラ
ス（
全
38
回
）

初
級
：
５
月
16
日
㈭
～
令
和
７

年
３
月
13
日
㈭
、
中
級
：
５
月

17
日
㈮
～
令
和
７
年
３
月
14
日

㈮
、
上
級
：
５
月
15
日
㈬
～
令

和
７
年
３
月
12
日
㈬
／
昼
ク
ラ

ス
：
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
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☆ならはし児童館　☎042-562-3600☆
■�新1年生歓迎会／小学生／４月11日㈭午後２
時～２時40分
■�ちびっこ広場（遊具で遊ぼう）／乳幼児／
４月17日㈬午前10時30分～11時30分
■�ひよぴよコケコ（手形・足型でカレンダー
を作ろう！）／乳幼児／４月23日㈫午前10
時30分～11時30分／10人

☆かみきただい児童館　☎042-567-2884☆
■�新入生歓迎会（いっしょにあそぼう、いち
ねんせい！）／小学１年生／４月12日㈮午
後１時10分～２時10分
■�ぴよママ／令和５年４月２日以降生まれの
乳幼児／４月17日㈬午前10時30分～11時
15分
■�ちびっこワールド（エアポリンで遊ぼう）
／乳幼児／４月24日㈬午前10時30分～11
時15分／15人／15日㈪から申込受付

☆むこうはら児童館　☎042-563-1858☆
■�おもちゃのひろば（コーナーあそび）／乳
幼児／４月11日㈭午前11時～11時50分／
15人
■�ピカピカ１年生じどうかんツアー／小学１
年生／４月11日㈭午後１時30分～２時30分
／40人／当日受付
■�スプーンおばさんのおもちゃ箱（絵本の読
み聞かせ）／小学生／４月18日㈭午後３時
～３時30分／30人
■�のびのび・よちよち合同企画（すくすく成
長記録）／幼児／４月26日㈮午前10時30分
～11時30分／15人

☆なんがい児童館　☎042-567-2441☆
■�新１年生歓迎会／小学１年生／４月12日㈮
午後１時30分～２時30分
■�こつぶちゃん（わらべうたとエッグポプリ
作り）／乳児／４月17日㈬午前11時～11時
30分／10人
■�こまめちゃん（手形でさくらを咲かせよう）
／乳幼児／４月25日㈭午前11時～11時30
分／10人

☆きよはら児童館　☎042-565-6021☆
■�新１年生歓迎会／小学１年生／４月10日㈬
午後１時30分～２時30分
■�こぐまちゃんこうえん（大型遊具等で自由
に遊ぶ）／乳幼児／４月16日㈫午前10時30
分～11時30分
■�えほんのもり（絵本の読み聞かせ）／小学
生以上／４月16日㈫午後３時～３時30分
■�こぐまちゃんのおへや（ハッピーイースタ
ー・エッグハント）／乳幼児／４月24日㈬
午前10時30分～11時30分／10人
■�ダンスクラブ員募集／小学３～６年生／５
月９日から（木曜日・年30回）午後４時15
分～５時30分／20人（申込者多数の場合、
抽選）／20日㈯までに申込み
■�将棋クラブ員募集／小学生／５月10日から
（金曜日・年18回）午後４時～５時／８人
／20日㈯までに申込み

☆さくらがおか児童館　☎042-567-2237☆
■�新１年生探検ツアー／小学１年生／４月11
日㈭午後２時～２時40分／25人／当日受付
■�あそんDEパーク／１歳以上の幼児／４月19
日㈮午前10時45分～11時30分／15人／当
日受付
■�ぴよぴよらんど／生後３～12か月の乳児／
４月25日㈭午前10時45分～11時30分／15
人／当日受付

※�定員制の行事は３日前までに申込みを（申込順。
定員になり次第締め切り）。受付時間は月～土
曜日の午前10時～午後６時（祝日は除く）。

※乳児・幼児は保護者の付き添いが必要です。

今月の「手話通訳者がいる日」今月の「手話通訳者がいる日」
市役所本庁舎等に来庁した方の
行政手続等の手話通訳を行います。

▷日にち　５日㈮・12日㈮・19日㈮・26日㈮
▷時間　午前９時～午後５時
▷場所　福祉相談室２（市役所１階 生活福祉課の隣）
▷問合せ　障害福祉課・内線1124
　　　　　ファクス042-563-5928まで。
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今月の相談
まちの話題をお寄せください･･･広報プロモーション課・内線1412まで

市長室・内線1413市長室・内線1413
●法律相談　毎週金曜日午前９時〜正午 （予約制）
●登記相談　４日㈭午後１時〜４時 （予約制）
●不動産取引相談　11㈭午前９時〜正午 （予約制）
●行政手続相談　11日㈭午後１時〜４時 （予約制）
●税務相談　18日㈭ 午後１時〜４時 （予約制）
●行政苦情相談　25日㈭午前９時30分〜正午（予約制）
●交通事故相談　25日㈭午後１時30分〜４時（予約制）
●市民相談　月〜金曜日午前８時30分〜午後５時

消費生活センター・内線1713消費生活センター・内線1713
●多重債務相談　10日㈬午後１時15分〜４時15分 
　〔５日㈮までの予約制〕
●消費生活相談　月〜金曜日午前10時〜正午・ 
　午後１時〜４時（予約優先）

地域振興課・内線1716地域振興課・内線1716
● �女性のための悩みごと相談
　９日㈫午後１時30分〜４時20分（予約制）
● �女性のための法律相談
　17日㈬午後１時30分〜４時（予約制）
● �人権身の上悩みごと相談
　18日㈭午前９時30分〜11時30分（予約制）

子ども家庭支援センター☎042-565-3651子ども家庭支援センター☎042-565-3651
● �子育て総合相談
　月〜土曜日午前９時〜午後５時（予約制）
● �少年の非行等相談 （専門）　
　25日㈭午後１時～４時 （前日までの予約制）
● �ひとり親家庭等相談
　月〜金曜日午前９時〜午後４時（予約制）

さわやか教育相談室☎042-562-7911さわやか教育相談室☎042-562-7911
●教育相談　月〜金曜日午前10時〜午後５時 （予約制）

東大和就職情報室（市役所５階）・内線1194東大和就職情報室（市役所５階）・内線1194
●職業相談　月〜金曜日午前９時〜午後５時

高齢者ほっと支援センター高齢者ほっと支援センター
いもくぼ☎042-563-8777・きよはら☎042-590-1138・いもくぼ☎042-563-8777・きよはら☎042-590-1138・
なんがい☎042-566-8133・しみず☎042-843-6635なんがい☎042-566-8133・しみず☎042-843-6635
● �高齢者相談、高齢者虐待・介護者支援相談
　月〜土曜日午前９時〜午後５時

総合福祉センターは〜とふる☎042-516-3982総合福祉センターは〜とふる☎042-516-3982
● �障害者相談　月〜金曜日と第２・４土曜日午前９時〜

午後５時（火･木曜日は午後６時30分まで）

社会福祉協議会☎042-564-0012社会福祉協議会☎042-564-0012
●福祉なんでも相談　月〜金曜日午前９時〜午後５時

社会福祉協議会あんしん東大和☎042-590-0018社会福祉協議会あんしん東大和☎042-590-0018
● ��成年後見専門相談
　25日㈭午後１時30分〜４時15分（予約制）

◀�東大和・武蔵村山交通安全協会会長の石井
正信さんが交通栄誉章「緑十字金章」を受章

▶�第八小学校の甲斐雅都さんが歯・口の
健康啓発標語コンクールで東京都学校
歯科医会会長賞及び全国の入選者に選出

住 民 基 本 台 帳 内 外 国 人
住 民 数 前月比

＜人口と世帯／６.３.１現在＞

男　41,747人 （   602人）

23人減
（   803人）
（1,405人）

女　43,262人
計　85,009人

２月の出生数　男17人　女14人
世帯　40,812世帯

11人減
12人減

▲代表児童（中央）、田中先生（左）

▲石井正信さん（左）

▲�甲斐雅都さん（左）

　東大和・武蔵村山交通安全協会会長の石井正信さん
が、交通栄誉章「緑十字金章」を受章しました。石井
さんは昭和54年に東大和地区交通安全協会（当時）に
入会して以降、交通安全協会の要職を歴任し、長きに
わたり市内の交通安全対策に貢献してきました。「市
民に恩返しをしたいと思いこのボランティア活動を
始めました。受章できたのは、一緒に活動してくださ
る皆さんのおかげです。今後も安全安心で住みよいま
ちになるよう、活動を続けていきたいです。」と語っ
てくださいました。

　第八小学校６年（令和５年度）の甲斐雅都さんが令
和５年度歯・口の健康啓発標語コンクール東京都学校
歯科医会 会長賞を受賞し、東京都代表として全国の
入選者にも選出されました。甲斐さんの作品は「未来
まで 続く健康 歯みがきで」。受賞を受け、「歯みがきで、
がんや糖尿病、認知症の予防ができて、体も歯も健康
でいられると聞きました。標語で表彰されるのも嬉し
いけど、自分の標語が広まってみんなの病気の予防に
つながると嬉しいです。」と話してくださいました。

　環境問題や環境保護活動に取り組む学校や団体を
表彰する「第29回 コカ・コーラ環境教育賞」において、
第八小学校が活動普及部門で最優秀賞・文部科学大臣
賞を受賞しました。６年３組は、クラス内に疑似レス
トランを出店し、環境問題解決に向けた経営方針や商
品開発について検討を行い、その取組みを地域に発信。
産業まつりでは、発行した株券で調達した資金を元に
規格外の野菜を活用した野菜チップスを販売する等、
意欲的に取り組みました。また受賞後には、代表児童
が北海道の「コカ・コーラ環境ハウス体験学習会」に
参加し、更なる環境学習を体験することができました。

◀�第八小学校６年３組がコカ・コーラ環境
教育賞で最優秀賞・文部科学大臣賞を受賞

▷科目　内科、小児科
▷受付時間　午前10時～11時45分、
　　　　　　午後１時～３時45分
▷場所　休日急患診療所（立野１-16-１）
▷持ち物　保険証、乳幼児医療証等
※マイナンバーカードでの保険証は利用不可
  （保険証の持参がない場合10割負担）。
※受診前に電話をしてください。
▷問合せ　休日急患診療所
　　　　　☎042-564-8181まで。

■日曜日と祝日の急患診療■日曜日と祝日の急患診療
休日・夜間診療休日・夜間診療休日・夜間診療休日・夜間診療

▷診療日　火・水・金曜日（祝日は除く）
▷受付時間　午後７時～９時30分
▷場所　東大和病院
※受診前に電話をしてください。
▷問合せ　東大和病院☎042-562-1411へ。

▷問合せ▷問合せ　市立保健センター　市立保健センター☎☎042-565-5211まで。042-565-5211まで。

■平日準夜帯の小児初期救急診療■平日準夜帯の小児初期救急診療

・東京消防庁救急相談センター☎♯7119、042-521-2323
・�医療情報ネット☎03-5272-0303、
　ファクス03-5285-8080（聴覚障害者専用）

■診療案内テレホンサービス■診療案内テレホンサービス
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